
ひ こ う き 雲

■屋久島の風景

　　
改
正
建
築
基
準
法
が
７
月
か
ら
施

行
さ
れ
機
械
的
な
換
気
装
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
我
が
国
の
住
宅

も
よ
う
や
く
欧
米
並
み
の
住
環
境
に

移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
問
題

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欧

米
並
み
の
住
環
境
基
準
を
目
指
し
て

策
定
さ
れ
た
「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
準
」
の
九
州
地
域
に
お
け
る
気

密
性
能
は
、 

地
域
基
準
で
す
か
ら

Ｃ
値
（
相
当
隙
間
面
積
）
＝
５
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
。
つ
ま
り
、
１
平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
５
セ
ン
チ
の
す
き
間

ま
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
様
な
基
準
値
で
は
い

か
に
機
械
換
気
を
採
り
入
れ
た
と
し

て
も
漏
気
面
積
が
大
き
く
て
ほ
と
ん

ど
換
気
が
効
か
な
い
状
況
で
す
。
換

気
装
置
は
Ｃ
＝
１
セ
ン
チ
以
下
の
気

密
性
能
が
な
け
れ
ば
効
き
ま
せ
ん
。

ど
う
い
う
事
か
と
い
い
ま
す
と
漏
気

し
て
い
る
す
き
間
か
ら
空
気
が
ど
ん

ど
ん
侵
入
し
て
き
て
、
換
気
装
置
の

た
め
に
開
け
ら
れ
た
吸
気
口
か
ら
計

画
的
に
空
気
を
採
り
入
れ
る
事
が
困

難
だ
か
ら
で
す
。
漏
気
し
て
い
る
部

分
か
ら
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
キ
ッ
ト
（
最

も
近
い
部
分
か
ら
空
気
が
入
る
現
象
）

し
て
し
ま
い
換
気
装
置
が
全
く
機
能

し
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
も
こ
の
様

な
甘
い
基
準
で
あ
る
「
次
世
代
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
評
定
を
取
得
し
て

い
る
企
業
は
、
大
手
を
含
め
て
も
全

国
で
１
５
０
社
程
度
し
か
無
い
の
が

現
状
で
す
。
実
際
は
、
ほ
と
ん
ど
気

密
性
能
な
ど
無
視
し
た
建
物
に
換
気

装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
気
密
性
能

の
悪
い
住
宅
で
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す

る
と
外
の
暖
湿
気
が
壁
面
の
隙
間
か

ら
侵
入
し
、
ク
ー
ラ
ー
で
冷
や
さ
れ

た
湿
気
が
壁
面
や
壁
の
中
で
結
露
す

る
と
い
う
現
象
で
す
。
い
ま
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
夏
型
結
露
現

象
で
す
。
冬
に
起
こ
る
結
露
は
窓
ガ

ラ
ス
な
ど
を
濡
ら
す
の
で
す
ぐ
に
発

見
で
き
ま
す
が
、
夏
型
結
露
は
、
そ

の
多
く
が
壁
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る

の
で
な
か
な
か
発
見
で
き
ず
シ
ロ
ア

リ
な
ど
の
被
害
を
助
長
し
て
、
住
宅

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
発
見
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

　
ク
ー
ラ
ー
の
稼
動
中
は
涼
し
い
が

止
め
る
と
、
と
た
ん
に
暑
く
な
る
。

こ
の
様
な
現
象
も
気
密
性
能
の
悪
さ

に
起
因
し
ま
す
。
住
宅
を
冷
や
す
こ

と
で
温
度
差
が
出
来
、
隙
間
か
ら
暖

湿
気
を
吸
い
込
む
た
め
に
ク
ー
ラ
ー

の
稼
動
中
だ
け
涼
し
く
、
止
め
た
と

た
ん
に
暑
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
吹
き
抜
け
の
あ
る
住
宅
で
、
１
階

も
２
階
も
全
館
が
ク
ー
ラ
ー
一
台
で

涼
し
い
の
は
ど
ん
な
秘
密
が
あ
る
の

か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
は
秘

密
で
も
何
で
も
な
く
住
宅
性
能
が
高

い
か
ら
で
す
。
高
断
熱
・
高
気
密
住

宅
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
な
の
で
す
。

気
密
性
能
が
良
け
れ
ば
ク
ー
ラ
ー
は

確
実
に
効
き
ま
す
し
、
稼
動
を
停
止

し
て
も
す
ぐ
に
は
暑
く
な
り
ま
せ
ん
。

松
下
孝
建
設
の
住
宅
は
「
次
世
代
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
評
定
を
取
得
し

て
い
る
ば
か
り
か
、
Ｃ
値
（
相
当
隙

間
面
積
）
を
＝
１
セ
ン
チ
以
下
で
取

得
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
で
取
得

し
て
い
る
工
務
店
は
、
全
国
で
も
数

社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
松
下

孝
建
設
の
施
工
技
術
力
で
す
。

「
気
密
性
能
が
高
け
れ
ば
息
苦
し
く

な
る
」
な
ど
と
、
松
下
孝
建
設
も
随

分
と
中
傷
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、
そ

も
そ
も
気
密
性
能
が
必
要
な
の
は
換

気
装
置
を
取
付
け
、
計
画
換
気
を
行

う
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。「
息
苦

し
く
な
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
室
内
に
微

風
が
通
り
、
い
つ
も
新
鮮
な
空
気
環

境
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
空

気
環
境
が
改
善
さ
れ
る
の
で
小
児
喘

息
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
症
状
も
軽
減

す
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
窓
を
開
け

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
爽
や
か
な
季

節
に
は
窓
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
ク
ー
ラ
ー
を
必
要
と
す
る
時
に

は
、
閉
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

室
内
の
空
気
質
を
守
る
に
は
、
換
気

装
置
が
最
も
必
要
で
す
し
、
最
大
限

に
働
か
せ
る
た
め
に
は
、
気
密
性
能

が
重
要
で
す
。
住
宅
性
能
と
の
相
乗

効
果
で
住
宅
は
い
つ
も
健
康
的
で
す
。

　
松
下
孝
建
設
に
は
、
現
在
、
鹿
児

島
市
の
皇
徳
寺
台
団
地
と
姶
良
町
に

２
カ
所
の
「
自
然
素
材
の
家
」
展
示

場
が
ご
ざ
い
ま
す
。
真
夏
こ
そ
、
住

ま
い
心
地
が
最
も
比
較
出
来
る
時
で

す
。
是
非
一
度
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

高
性
能
住
宅
の
真
髄
を
体
感
し
て
頂

け
る
事
で
し
ょ
う
。
興
味
の
あ
る
方

は
松
下
孝
建
設
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
両
展
示
場
を
ご
案
内
致
し
ま
す
。

次
世
代

次
世
代

▼
今
回
は
、
本
年
７
月
に
施
工
さ
れ

た
改
正
建
築
基
準
法
の
室
内
汚
染
物

質
に
つ
い
て
特
集
し
た
。
内
容
的
に

は
難
し
い
部
分
も
多
少
あ
る
が
、
こ

の
様
な
汚
染
物
質
の
存
在
と
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
影
響
を
持
つ
か
を
知
っ

て
お
く
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
。

▼
特
集
を
組
ん
だ
た
め
に
、
新
築
住

宅
の
紹
介
は
お
休
み
。
次
号
を
お
楽

し
み
に
。

▼
「
ひ
こ
う
き
雲
」
の
発
刊
以
降
、

お
読
み
頂
い
て
い
る
皆
様
か
ら
様
々

な
激
励
の
言
葉
を
頂
い
て
い
る
。
今

後
は
こ
の
様
な
お
た
よ
り
も
掲
載
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

読
者
欄
も
設
け
た
い

と
思
っ
て
い
る

の
で
ご
意
見
や

ご
希
望
を
寄
せ

願
い
た
い
。

▼
松
下
孝
建
設
が
属
し
て
い
る
九
州

住
環
境
研
究
会
は
、
過
日
、
宮
崎
県

の
都
城
市
で
開
催
さ
れ
、
霧
島
杉
の

構
造
材
製
材
工
場
と
宮
崎
県
木
材
利

用
技
術
セ
ン
タ
ー
を
見
学
、
最
先
端

の
木
材
加
工
技
術
と
木
材
利
用
技
術

を
学
ん
だ
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
開
発
の
現
場
も
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
残
暑
の
厳
し
さ
も
こ
れ
か
ら
が
本

番
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
気
を
付
け

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

▼
住
宅
取
得
の
特
例
法
も
延
長
さ
れ

本
年
度
１
２
月
ま
で
の
入
居
希
望
も

緩
和
さ
れ
て
一
息
。
も
し
も
住
宅
建

築
の
情
報
が
あ
れ
ば
是
非
、
松
下
孝

建
設
に
ご
一
報
を
。
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―
安
心
と
安
全
を
守
る
住
宅
が
不
健
康
な
ら
全
て
が
終
わ
り
で
す
―

「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」の

　Ｃ
値
で
大
丈
夫
な
の
？

気
密
性
が
高
い
と

息
苦
し
く
無
い
の
？

気
密
性
が
悪
い
と

住
宅
が
腐
る
！

気
密
性
が
悪
い
と

ク
ー
ラ
ー
が
効
か
な
い
！

松
下
孝
建
設
の
住
宅
は

ク
ー
ラ
ー
一
台
で
涼
し
い
？

松
下
孝
建
設
は「
自
然
素
材
の
家
」を
造
り
続
け
ま
す
。

V

　
論
よ
り
証
拠
と
い
い
ま
す
。

「
自
然
素
材
の
家
」を

　
是
非
ご
体
感
く
だ
さ
い
。
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　本紙0002号でご紹介致しました
ように、本年7月に改正建築基準法
が施行され、住宅の新築・増改築
時に換気設備の設置などが義務づ
けられました。ホルムアルデヒド
の他にも12物質がシックハウスを
引き起こす原因物質であることが
厚生労働省により認定されています。
それらの物質がどのような性質の
もので、どんな所に使用されてい
るのか、家族の健康を守るために
も知っておかれる必要があります。

　私達は、1日の80％以上を家庭
や職場などで過ごします。子供達
も同じように学校や保育園などの
室内で過ごします。昔の住宅では、
シックハウス（新築病）などとい
う言葉は聞かれませんでしたが現
代の住宅は、シロアリ駆除のため
に建築基準法によって薬剤の散布
が義務づけられてきました。さら
に新建材から発散する揮発性の有
害物質が新築住宅の室内に充満して、
シックハウスなどの症状を引き起
こしてきたのです。近年、室内汚
染物質の分類が正確に計測される
ようになってから、さらに重大な
室内汚染が問題になってきました。
それは動植物の遺伝子に影響を与
える環境ホルモンという環境・海
洋汚染物質が室内の汚染物質から
も発見されだしたことです。また、
シックハウスのような新築時の一
過性の障害ではなく、化学物質過
敏症のような慢性的な障害が問題
となってきました。防蟻剤として
一般的に使用されてきたクロルピ
リホスなどの関連物質を特定して
使用禁止にするなど、様々な基準
の見直しが始まっています。

　最も一般的なものは、家具や合
板の接着に使用されているホルム
アルデヒドを主成分にした接着剤
です。また、木材の耐久性を高め
るための防腐剤や防カビ剤、それ
にシロアリなどの食害を防ぐ防虫
剤などが主なものです。一般的に
最も知られているホルムアルデヒ
ドは、その水溶液が学校の理科室
で魚などの標本を保存するために
使用されるホルマリンです。この
物質は接着性に優れていますが揮
発性も高く、シックハウスを引き
起こす大きな原因になってきました。
シックハウスは表-1のような症状で、
表中のこの様な症状が数個当ては
まる場合には、シックハウス症候
群を疑ってみる必要があります。

　
　防蟻のために使用されている有
機リン酸系殺虫剤のクロルピリホ
ス（使用禁止）やホキシム・フェ
ニトロチオンが問題になります。
これらは主に、土台や1階構造の立
ち上がり部分に散布されたり塗布
されます。室内にも畳の防虫加工
紙などに、有機リン酸系の農薬で

あるフェニトロチオンやダイアジ
ノン・フェンチオンなどが使用さ
れており、畳に使用されている農
薬は、厚生労働省の外郭団体の調
査では水田に散布されている農薬
の20～30倍もの濃度のものもあっ
たと報告されています。特に国外
からの輸入畳の濃度が懸念されて
います。その他には、ビニールク
ロスなど塩ビ系プラスチックを柔
らかく、使いやすいようにするた
めの可塑剤（ホルムアルデヒド）
やスチレンの不良膨張が化学物質
過敏症や環境ホルモンの原因物質
として知られています。

　化学物質過敏症の症状は、急激
に症状が出るわけではなく、化学
物質の蓄積によって、個人的な許
容量が満杯状態になった時に初め
て症状が出ます。安全性では、ホ
ルムアルデヒド濃度0.08ppm以下
が目安で、0.09ppmを超える家庭
の43％の子供が喘息と診断されて
います。

　現在、最もポピュラーな有害化
学物質であるホルムアルデヒドとは、
先にも述べたように37％水溶液が
防腐剤として使用されるホルマリ
ンです。ホルムアルデヒドが問題
となるのは、構造用合板や集成材、
家具など、多くの住宅設備の主要
な接着剤として使用されてきたこ
とです。主なものは、ユリア樹脂・
メラミン樹脂・フェノール樹脂な
どです。さらに断熱材のグラスウ
ールの構成要素の一つである尿素
にも含まれ、ビニールクロスの柔
軟剤（可塑剤）にも含まれています。
これらは全て、新建材といわれる
もので、住宅の普及と共に自然素
材を駆逐する勢いで大量に使用さ
れてきました。

　ホルムアルデヒドは、WHO （世
界保健機関）でも、急毒性が強く
突然変異性（遺伝子の遺伝情報に
突然変異を起こす作用）が強い物
質として最も危険な化学物質のリ
ストに入れられています。

　最近よく耳にするVOC(Volatile 
Organic Compounds)とは、ホル
ムアルデヒドを始めとする揮発性
有機化合物の総称です。その他の
室内汚染化学物質で揮発性の比較
的に低い物質、沸点240～400℃
くらいで主要物質DOP・DBP・
DIDP（殺虫剤や難燃剤）をWHO
では、SVOC(半揮発性有機化合物)
と分類し、沸点380℃超の揮発性
の物質で主要物質が木材保存剤・
シロアリ駆除剤・殺虫剤・ハウス
ダストなどをWHOでは、POM(粒
子状有機物質)と分類しています。
その他の室内汚染物質としては、
ハエや蚊の駆除剤として使用され
る農薬系化合物や抗菌剤、防カビ剤,
防藻剤等に含まれる化学物質。自
動車の排気ガスなどに含まれる窒
素化合物やオゾンなどが主な室内
汚染物質です。上記の室内汚染物
質の合算したものをTVOC(総揮発
性有機化合物)と呼びます。従来の
室内汚染の解決法は、１.熟成（エ
ージング）建物を放置し放散を促す。

２.室内気候の抑制・高温多湿にし
て放散を増加。３.ベークアウト・
一定期間室内を暖める（30度以上）
放散促進。などの方法がとられて
きましたが現在では、有害物質を
使用しない方向に変化してきてい
ます。それが建築材料を再び自然
素材へ転換しようとする流れです。

　化学物質が発ガン性を持つプロ
セスは、イニシュエーション作用（作
る作用）ある化学物質が遺伝子に
結合して突然変異を起こすような
働きと、プロモーション作用（促
す作用）それ自体には発ガン性が
ないのに発ガン物質と結びついて
細胞の増殖反応を促すという2パタ
ーンが考えられています。特に発
ガン性が強い危険物質としては、
以下の7物質が上げられます。

　
　
　以上の物質は、私達の身の回り
で使用されてきたものです。昔は、
発ガン性など知らずに芳香剤や鉄
骨の断熱材などとして日常的に使
用されてきたのです。塩化ビニー
ルモノマーやスチレンモノマーと
いわれるものは、製品になる前の
原料の状態で、モノマーのままで
は危険性が高い物質でも製品にな
った後は、極めて安定性の高い安
全な物質でもあります。また、今
回の改正建築基準法では、機械換
気の設置も義務づけられ、換気装
置と使用できる構造用合板などの
基準も定められました。従来は安
全とされた合板などの最高等級品
Ｆ0表示の合板はＦ☆☆☆（スリー
スター）と格付けされ、使用制限
が設けられました。最高等級はＦ
☆☆☆☆（フォースター）で、Ｆ
☆☆☆☆と無垢材だけが使用制限
のない材料となりました。Ｆ0の構
造用合板や集成材の「表し構造」
を売り物にしてきた健康住宅も実
際は、不健康な住環境を提供して
きた事になります。松下孝建設の
無垢材へのこだわりが正しかった
ことが証明された形になりました。

　いまさら空気の重要性について
語る必要はないと思われますが、
私達は１日10㎥（12kg）の空気を
必要としています。その中の酸素
量は0.5㎥です。VOCは、植物か
らも発散されます。その主なものは、
α-ピネンやリモネンといわれる物
質で木材や果物の臭いとして感じ
られるものです。この様な自然の
VOCは、森林浴など人間にとって
有効な揮発性化学物質で、皆様が
よくご存じの森林浴のフィトンチ
ッド（精油）などです。フィトンチ
ッドはロシアのトーキンという科
学者によって発見されたもので、
主に針葉樹が発散するテルベノイ
ドという炭化水素化合物が主成分
です。針葉樹が細菌や原虫類を殺
すために発散させているもので、
そのために針葉樹の森には昆虫が
極端に少なく、またそれを餌とす
る小鳥などの姿も見ることが少な
いのです。しかし人間には、自律
神経に作用し安らぎとリフレッシ
ュ感を与える作用があります。こ
の頃、マイナスイオンが話題にな
っていますが、植物の中でも特に
観葉植物はマイナスイオンを発散
させ、観葉植物の中でもゴムの木
が効果的といわれています。無垢
の構造材もマイナスイオンを発散
させる効果があります。森林浴と
同じように潮の香りや海水のミス
トを利用したタラソテラピー（海
洋治療）といわれるものもリラク
ゼーション効果のあるものとして
知られています。この様に自然界
のVOCは昆虫には有害でも人間に
は有益なものも少なくありません。

　話を再び有害化学物質に戻しま
すと、今回の改正建築基準法に連
動して厚生労働省ではシックハウ
スの原因物質を13項目指定し、そ
の許容量を発表しました。表-4

　化学物質の怖さは、極微量でも
大きな被害を与えるということです。
ここでppmとppbという単位につ
いてご説明しましょう。ppmとは
1gの水に対する百万分の１gの濃
度の単位をいいます。ppbは十億
分の１ｇの濃度単位です。ppm・
ppbは容積表示で空気中1㎥当たり、
物質1c㎥の濃度のことです。この
様にVOCの脅威は、極微細な量で
始まるのです。

　化学物質の多くは接着剤や芳香剤、
化学的に造られた建築資材の可塑
剤や塗料などに、その大多数が含
まれています。最も毒性が強いも
のは、シロアリや木材防腐処理剤
に含まれることを既に繰り返し説
明して参りましたが。防蟻剤や防
腐剤の多くは、土台などの構造材
に散布されているので、基礎と床、
断熱材と室内の間に気密性があり
通気層で確実に通気されていれば
危険性も低下します。特に危険性
が指摘されるのは化学系の芳香剤で、
最も身近にあるものですから安易
な使用には充分に注意が必要です。

　上記の表-5が主な使用用途ですが、
家庭で使用されるハエや蚊を退治
する殺虫剤の中にも上記の化学物
質が含まれていますから、多量の
使用は避けるのが賢明です。また
上記の化学物質には含まれませんが、
バラ・ユリ・ゼラニュームなどの
芳香の元となる調合香料にもノナ
ナールなどの化学物質が含まれて
います。厚生労働省では、現在公
表している化学物質の他にも脂肪
族炭化水素・芳香族炭化水素など
のVOCを４０種類、有害なものと
して使用制限の対象として検討し
ていますが、WHOではそれよりも

10品目も多い50物質について規制
対象物質に指定しています。

   

　室内空気の品質の向上を図るた
めには、上記の3箇条が最も重要で
す。1の建築素材としてはＦ☆☆☆
☆（フォースター）の建材を使用し、
構造材は原則として無垢材を使用
する。2については高気密性能を高
め室内の換気が自然換気や漏気で
はなく、機械的に計量換気が可能
なように施工性を高める。そのた
めには、次世代省エネルギー基準
値のＣ値（相当隙間面積）＝5cm
を5倍のＣ＝1cm以下に引き上げる
事が必要になります。松下孝建設
ではすでにＣ＝1ｃｍ以下を標準値
にしています。3の換気・通風の配
慮については、20年以上も前から
最も換気効率が良く、しかも安全
な換気装置である第三種換気装置
を全棟標準装備にして対応してき
ました。機械力だけでなく、自然
を最大限に利用できるように通風
計画も設計段階で計算しています。

　それでは現在進行形でシックハ
ウスを体験している場合、どんな
対処方法があるのかをご紹介して
おきましょう。現在シックハウス
でお困りの方は、松下孝建設にご
相談ください。まずVOCの種類を
特定するためにVOC検査を行います。
簡単な測定で手に負えない場合には、
シックハウス検査センター（ NPO）
に依頼することも考えられます。

比較的に軽症の場合には、原因物
質の除去とパワーシート（超活性炭・
パワーシート）といわれる優れた
ものがあります。これはシックハ
ウス検査センター（NPO）が開発・
販売しているもので、自己再生型
活性炭をコルゲート状に消臭不織
布で加工したものです。１㎡で東
京ドーム５倍の表面積に換算でき
る多孔質の活性炭をベースにした
もので、VOCの不快臭気を連続的
に吸着分解する優れた能力があり
ます。吸着後も臭気を再放出しな
いという特徴も兼ね備えています。
しかも価格は（1㎡＝5,000円・工
賃は含まず）程度ということで価
格的にもリーズナブルです。興味
をお持ちの方は、インターネット
でシックハウス検査センターを検
索してアクセスしてご覧になるの
も宜しいでしょう。

　化学物質には特有の臭いがあり
ます。その臭いによって、どのよ
うな化学物質かを判別することも
可能です。また、法律的にも「悪
臭防止法」が定められています。
しかしあまり熱心に嗅ぎすぎない
ように注意してください。それが
元で化学物質過敏症になっては何
にもなりません。瞬間的な判断の
目安に表-6を活用してください。
松下孝建設ではVOCを極限まで排
除した本物の「健康住宅」をお建
てするために努力しています。

私たちは、1日の80％を室内で過ごす。

危険な化学物質とはどんなものか？

化学物質過敏症のメカニズム。

ホルムアルデヒドとは何か？

化学物質の発ガンのプロセスとは？

V OC(揮発性有機化合物)とは何か？

空気の重要性と観葉植物。

室内空気品質向上原則３箇条

既存のシックハウス対策。

化学物質過敏症の原因物質には
どんな物質があるのか？

ひ こ う き 雲 ひ こ う き 雲

保存版・特
集

■ホルムアルデヒド濃度の人体への影響
濃度（ ppm） 人体への影響

臭気を感じる境界置

50 ％の人が臭気を感じる
粘膜への刺激

目や気道に強い刺激
くしゃみ、、咳、催眠作用

肺炎、肺水腫を起こし
死亡

上記刺激が強くなり
呼吸困難に

表-2

表-1

表-3

１.ホルムアルデヒド
２.ベンゼン
３.塩化ビニールモノマー
　（ポリ塩化ビニ　ールの原料）

４.パラジクロロベンゼン
　（芳香・消臭剤（くみ取り式トイレ時代の必需品））

５.スチレンモノマー
　（室内空気への残留可能性）

６.ダイオキシン（焼却灰）
７.アスベスト（石綿、角閃石・蛇紋石）
　　吸ってから１５～４０年後に肺ガン・
　　胃ガン・結腸ガン・咽喉ガンの原因に

■発ガン性7物質

■ホルムアルデヒド

■トルエン

■キシレン

■パラジクロロベンゼン

■エチルベンゼン

■スチレン

■クロルピリホス

■フタル酸ジーｎープチル

■テトラデカン

■フタル酸ジー２ーエチルヘキシン

■ダイアジン 

■アセトアルデヒド

■フェノブカルブ

■室内汚染物質の主な使用用途 表-5

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

パラジクロロベンゼン

エチルベンゼン

スチレン

クロルピリホス

フタル酸ジ-ｎ-プチル

テトラデカン

ダイアジン 

アセトアルデヒド

フェノブカルブ

接着剤

アンチノッキング剤・

接着剤

接着剤・塗料溶剤

防虫剤・芳香剤

接着剤・塗料溶剤

ポリスチレン樹脂

・合成ゴム

防蟻剤

塗料・顔料・接着剤

灯油・塗料・

可塑剤・壁紙

・フィルム

殺虫剤

接着剤

防蟻剤

シックハウスの主な症状

松下孝建設の無垢材へのこだわりの
正しさが実証される。

厚生労働省によるシックハウス
13物質指定。

微量でも大きな被害を与える
VOC(揮発性有機化合物)の脅威。

どんなところにどのような揮発性の
化学物質が使用されているか？

危険を察知するために化学物質の
臭いの特徴を知りましょう。

１.適切な材料選択

２.適切な施工・施工管理

３.換気・通風の配慮

「悪臭防止法の22物質」 表-6

アンモニア　　　

メチルメルカプタン

硫化水素

硫化メチル

二酸化メチル

トリメチルアミン

アセトアルデヒド

プロピオンアルデヒド

ノルマルブチルアルデヒド

イソブチルアルデヒド

ノルマルバレルアルデヒド

イソバレルアルデヒド

イソブタノール

酢酸エチル

メチルイソブチルケトン

トルエン

スチレン

キシレン

プロピオン酸

ノルマル酢酸

ノルマル吉草酸

イソ吉草酸

屎尿の臭い

腐ったタマネギのような臭い

腐った卵のような臭い

腐ったキャベツのような臭い

腐ったキャベツのような臭い

腐った魚のような臭い

刺激的な青臭い臭い

刺激的な甘酸っぱい焦げたような臭い

刺激的な甘酸っぱい焦げたような臭い

刺激的な甘酸っぱい焦げたような臭い

むせるような甘酸っぱい焦げた臭い

むせるような甘酸っぱい焦げた臭い

刺激的な発酵した臭い

刺激的なシンナーのような臭い

刺激的なシンナーのような臭い

ガソリンのような臭い

都市ガスのような臭い

ガソリンのような臭い

刺激的な酸っぱい臭い

汗くさい臭い

蒸れた靴下のような臭い

蒸れた靴下のような臭い

化学物質
の
蓄積

0.09ppm

大人の発症ライン

子供の
発症ライン

個人差
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材
の
枝
葉
や
皮
を
付
け

た
ま
ま
で
山
林
に
一
定
期
間
放
置
し
、

枝
葉
に
水
分
を
吸
収
さ
せ
赤
変
し
て

枯
れ
る
ま
で
自
然
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

主
な
目
的
は
、
運
搬
時
の
重
量
を
軽

減
さ
せ
る
た
め
で
し
た
が
近
年
で
は
、

材
質
の
向
上
や
含
水
率
の
低
下
に
よ

る
割
れ
等
の
減
少
に
効
果
が
あ
る
こ

と
で
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
含
水
率
（
が
ん
す
い
り
つ
）
と
い

う
言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
木
材

は
水
分
を
含
ん
で
い
ま
す
が
、
含
ま

れ
る
水
分
の
数
値
的
な
指
標
と
し
て

含
水
率
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
含

水
率
と
は
、
水
分
を
除
い
た
木
材
の

み
の
重
量
を
全
乾
重
量
と
い
い
ま
す

が
、
そ
の
全
乾
重
量
と
木
材
に
含
ま

れ
て
い
る
水
分
の
重
量
と
の
比
で
計

算
し
ま
す
。
木
材
に
含
ま
れ
る
水
分

の
重
さ
が
全
く
含
ま
な
い
木
材
の
重

さ
の
２
倍
あ
れ
ば
含
水
率
は
２
０
０

％
に
な
り
ま
す
。
含
水
率
は
同
じ
木

材
で
も
辺
材
と
心
材
と
で
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
杉
の
場
合
の

平
均
含
水
率
は
辺
材
が
１
５
９
％
な

の
に
対
し
心
材
は
５
５
％
で
す
。
含

水
率
の
計
算
方
法
は
欄
外
※
印
の
通

り
で
す
。
松
下
孝
建
設
が
主
要
構
造

材
に
採
用
し
て
い
る
県
産
材
の
霧
島

杉
は
、
屋
久
杉
に
も
似
た
性
質
が
あ

り
辺
材
と
心
材
の
含
水
率
の
差
が
大

き
く
、
人
工
乾
燥
が
し
に
く
い
樹
種

で
す
。
同
じ
杉
材
で
も
産
地
に
よ
っ

て
そ
の
性
質
が
微
妙
に
異
な
り
日
本

国
内
に
は
数
十
種
類
も
の
杉
材
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
構
造
材
に

向
か
な
い
杉
材
も
あ
り
ま
す
が
霧
島

杉
は
強
度
・
耐
久
性
と
も
問
題
な
く

構
造
材
に
適
し
た
杉
材
で
す
。
先
に

含
水
率
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
し
た

が
、
構
造
用
の
杉
の
乾
燥
材
は
、
一

般
的
に
は
１
５
〜
２
０
％
以
下
の
乾

燥
を
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

も
う
一
つ
の
含
水
率
で
あ
る
平
衡
含

水
率
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
衡
含
水
率
と
は
、
伐
採
し
た
木

材
を
大
気
中
に
長
期
間
放
置
す
る
と

生
材
は
乾
燥
を
始
め
最
終
的
に
は
水

分
を
吸
収
も
放
出
も
し
な
い
安
定
し

た
含
水
率
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
平
衡
含
水
率
と
い
い
ま
す
。
人

工
乾
燥
し
た
木
材
も
放
置
し
て
置
く

と
水
分
を
吸
収
し
て
、
こ
の
平
衡
含

水
率
に
近
い
状
態
に
近
づ
き
ま
す
。

平
行
含
水
率
は
樹
種
に
よ
る
差
よ
り

も
周
り
の
空
気
と
温
度
、
相
対
湿
度

に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、
地
域
や
季

節
、
時
刻
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
微

妙
に
変
化
し
ま
す
。
曲
が
り
や
割
れ
、

伸
び
縮
み
な
ど
の
変
化
が
少
な
い
木

材
に
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、
こ
の
平

衡
含
水
率
に
乾
燥
状
態
を
近
づ
け
る

こ
と
で
、
木
材
は
狂
う
こ
と
な
く
安

定
し
ま
す
。
自
然
乾
燥
の
限
界
は
、

平
衡
含
水
率
ま
で
で
、
人
工
乾
燥
の

場
合
に
は
、
任
意
の
乾
燥
材
に
調
整

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
室
内
で
使

用
さ
れ
る
木
製
家
具
な
ど
は
、
空
調

設
備
な
ど
に
よ
り
平
衡
含
水
率
が
８

〜
１
０
％
の
状
態
で
使
用
さ
れ
る
の

で
人
口
乾
燥
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

我
が
国
の
平
均
的
な
平
衡
含
水
率
は

１
５
％
前
後
と
い
わ
れ
、
住
宅
を
建

て
る
場
合
の
構
造
材
の
含
水
率
は
、

１
６
　
２
％
、
床
材
は
１
２
　
３
％

前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
乾

燥
材
も
人
工
乾
燥
材
も
、
あ
ま
り
変

わ
り
無
い
よ
う
に
思
え
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
決
定
的
な
相
違
は
、
生

材
と
人
工
乾
燥
材
の
含
水
率
は
決
し

て
一
致
し
な
い
と
い
う
水
分
の
へ
ス

テ
リ
ス（
履
歴
）現
象
で
そ
の
性
質
は

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
が

重
要
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
紙

面
が
尽
き
ま
し
た
。
こ
の
続
き
は
、

次
回
に
お
話
し
す
る
事
と

致
し
ま
し
ょ
う
。

木
材
の
人
工
乾
燥
と

含
水
率
に
つ
い
て

木
材
の
人
工
乾
燥
と

含
水
率
に
つ
い
て

ひ こ う き 雲

「
エ
コ
・
ハ
ー
ト
Ｑ
　
　」
21

「
エ
コ
・
ハ
ー
ト
Ｑ
　
　」
21
の
イ
ロ
ハ

※
「
含
水
率
＝
（
木
材
の
水
分
含
有
状
態
で
の
重
さ
－
水
分
が
な
い
場
合
の
重
さ
）
÷
水
分
が
な
い
場
合
の
重
さ
×
1
0
0
」
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乾
燥
材
と
は
？
そ
の

１
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